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東京の湧⽔ 
１．東京の名湧⽔ 

東京都環境局が平成 30 年度に実施した調査で，都内では 608 箇所（区部 201 箇

所、市町村部 407 箇所）の湧⽔が確認されています。東京都では都⺠に湧⽔に対し

て関⼼を持っていただくとともに，湧⽔の保護と回復を図るため，57 か所の湧⽔

（23 区 16 箇所,多摩 38 箇所,島しょ 3 箇所）を「東京の名湧⽔」として平成 15

年１⽉に指定しました。 

 

■東京の名湧⽔ 57 選（出典︓東京都環境局ホームページ） 
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東京の名湧⽔は，多摩川が作った武蔵野台地の湧⽔と，多摩川の⽀川である秋

川，浅川流域の湧⽔が主なものです。 

ここで東京の名湧⽔の⼀例として，武蔵野台地の湧⽔である「等々⼒渓⾕・

等々⼒不動尊」（東京の名湧⽔ No.9）を紹介します。 

等々⼒渓⾕は東京 23 区内唯⼀の渓⾕であるばかりでなく，都内では数少ない東

京の地下の地質を⾒ることのできる場所です。等々⼒渓⾕は，武蔵野台地南端部

に位置しており，台地⾯の崖端を浸⾷して形成された開析⾕です。この渓⾕を流

れる川（⾕沢川）の両岸の露頭には武蔵野台地に分布している地層を⾒ることが

できます。その地層は，時代の古い順に上総層群（泥岩），東京層（粘⼟層），

武蔵野礫層，中台礫層，関東ローム層です。等々⼒渓⾕の地質概念図を下図に⽰

しました。 

 関東ローム層の中には東京軽⽯層（約６万年前の箱根⽕⼭の新期降下軽⽯層︓

略称 TP）が⾒られます。この東京軽⽯層は武蔵野⾯や中台⾯にも⾒られ，軽⽯層

を含むローム層が階段状の地形を覆うように堆積したことがわかります。等々⼒

渓⾕では中台⾯には武蔵野礫層や，その下位の粘⼟が⾒られません。このことは

かつて（約５万年前），古い多摩川が中台⾯を流れて浸⾷したもので，武蔵野⾯

と中台⾯が階段状になっている原因です。武蔵野礫層は褐⾊で，直径数 cm の丸

い礫を多く含み，礫種は砂岩やチャートです。この武蔵野礫層と下位の東京層

（粘⼟層）の境界からは地下⽔が流れ出ています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■等々⼒渓⾕の地質概念図 

（出典︓東京の⾃然をたずねて-⼤森昌衛監修,⼀部加筆） 
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この渓⾕内の等々⼒不動尊の崖には不動の滝とよばれる崖があります。ここでは

下から東京層，武蔵野礫層，最上部にロ－ム層が⾒られます。滝の⽔は武蔵野礫層

と下位の東京層の境から湧出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■等々⼒渓⾕の湧⽔（不動の滝） 

ローム層 

東京層 

（武蔵野礫層） 
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２．湧⽔とは 

湧⽔は，湧出形態の違いから，主に「崖線タイプ」と「⾕頭タイプ」に分類す

ることができます（下図参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■湧⽔のタイプ（出典︓東京都環境局ホームページ） 

 

武蔵野台地の地下⽔は，ローム層の下位に分布する砂礫層に帯⽔し，窪地や崖

線に沿って点在する湧⽔群などから湧出しており，これらを⽔源とした中⼩河川

が発達しています。 

このような湧⽔群は，多摩地区に多く標⾼約 70m の崖の下と，約 50m の崖の

下に点在します。多摩地区東部の湧⽔マップを図に⽰します。湧⽔（図中●）

は，「70m 等⾼線」と「50m 等⾼線」付近と河川流域に集中していることが分か

ります。これらの湧⽔群を⽔源とする野川は，「崖線タイプ」に該当し，⽐較的規
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模が⼤きく武蔵野台地に発達する代表的な中⼩河川です。源流部は国分寺市の恋

ケ窪で，その崖上の標⾼が約 70m です。同じく武蔵野台地に発達する⽯神井川の

源流は，現在の⼩⾦井カントリークラブ内にありますが，本来の源流部はさらに

上流の 70m 等⾼線付近と⾔われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■湧⽔マップ（出典︓東京都環境局ホームページ,⼀部加筆） 

石神井川源流部 

野川源流部 

石神井川源流部 

７０ｍ等高線 

野川源流部 

７０ｍ等高線 
５０ｍ等高線 

三宝寺池 

善福寺池 

井の頭池 
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 ⼀⽅，50ｍ等⾼線の崖の下にはかつて武蔵野三⼤湧⽔と称された井の頭池，善福

寺池，三宝寺池が分布しています。これらの湧⽔は「⾕頭タイプ」に該当します。

50ｍ等⾼線の崖の下では武蔵野礫層が地表に露出しており，礫層中に形成された地

下⽔脈から地下⽔が湧き出て武蔵野三⼤湧⽔池をつくりました。 

ただし，これら武蔵野三⼤湧⽔は都市化の影響等により 1970 年前後に相次いで

涸れてしまい，現在では深井⼾からの揚⽔等により⽔量の確保を⾏っています。 
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※湧⽔については，「技術ノートNo.52 2020.2 東京の地下⽔」 

にて紹介していますので，あわせてご覧ください。 
https://www.tokyo-geo.or.jp/technical_note/bv/No52/index.html?page=1 


